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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,低圧逆浸透膜法の導入による排水処理システムの高度化を目的とし,無機 ･有機溶質の膜分
離の特性と機構,並びに有機 ･無機多成分排水の処理-の適用について研究したものであり,得られた主
な成果は次のとおりである｡
1.低圧逆浸透膜によるアルカリ金属及びアルカリ土類金属イオンの膜分離は,膜面等電点を与えるpH
を境として正負に変化する表面電位,溶質正負イオンと膜電荷との電気的反発,電気的バランスに基づく
対イオン同伴性,さらに多価イオンの膜への吸着による対イオン反発力の緩和などに依ることを示した｡
2.脂肪族化合物,農薬を含む芳香族化合物など31種の水溶性有機化合物について,低圧逆浸透膜の分離
性能を明らかにした｡また,非解離性化合物の阻止率は分子量に支配され,pHと濃度の影響は低いが,
解離性を有する化合物の阻止率は,膜面電荷と解離溶質が持つ電荷との電気的反発力により,負の電荷を
持つ溶質の場合はpH増加とともに増大し,正電荷を有する溶質は逆のpH依存性を示すこと,またいず
れも濃度に依存することなどを明らかにした｡
3.処理対象物質として難生物分解性有機物,阻害性無機塩類,有害性物質などを含む廃棄的処分場浸出
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水の既存の処理システムに低圧逆浸透膜法を適用し,難分解性有機物,カルシウム,塩素イオンなどの除
去性能を高度化するためには,凝集沈殿プロセスの後段に導入するのが有効であることを示した｡
4.セラミック膜による膜分離活性汚泥プロセスと低圧逆浸透膜分離プロセスから成る処理システムを提
案し,廃棄物処分場浸出水処理に適用してその有効性を明らかにした｡
以上要するに本論文は,低圧逆浸透膜法による無機イオンや各種水溶性有機化合物の分離特性と機構と
を明らかにし,難生物分解性有機物や阻害性無機物を含む廃棄物処分場浸出水の処理について,同法の既
存処理システム-の適用方法と,膜分離活性汚泥法と同法とから成る処理システムの有効性とを示したち
ので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は,博士 (工学)の学位論文として価
値あるものと認める｡
また,平成8年12月19日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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